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　道内には、平成25年の調査では3,747の集落がありますが、そのう
ち65歳以上の割合が50％以上の集落は603（全体の約16％）で、さ
らに10年後には、これが2,465（全体の約66％）に増えると予想され
ています。高齢化が進んでいる集落では、冠婚葬祭の助け合いや、買
い物、通院などでさまざまな課題が生じていて、今後さらに集落での
人口減少や高齢化が進むと、こうした課題が多くの集落でも同様に生
じることが心配されます。
　そのため道では、「北海道における集落対策の方向性」を平成25年
にまとめ、集落に住んでいる人たちや、行政、NPO、団体・企業、大学な
ど集落を支えるさまざまな人たちが協力し合って、集落ごとの課題に
合わせた対策が進められるよう取り組んでいます。

地域が抱える課題をしっかりと受け止め、
誰もが心豊かに暮らせる
地域づくりを進めていきます。

発行／北海道総合政策部知事室広報広聴課 〒060-8588 札幌市中央区北3条西6丁目 ☎（011）204-5110  FAX（011）232-3796　北海道のホームページ
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【特集】未来につながる元気な地域づくり

北海道 検索

クイズで知ろう北海道

Q.

答えは中面下に

いままでで一番
多かったときの
北海道の人口は？

広 報 紙 北海道のいまを知る、明日へつながる
年6回 1・3・5・7・9・11月にお届けします

道内人口の推移　

①約590万人
②約570万人
③約550万人

集落の課題解決に向けて取り組んでいます。
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人口減少や高齢化の進行は、バスなどの生活交通手段の不足、空き家の増加、
助け合いの力の低下など、地域の暮らしにさまざまな影響を及ぼしています。
中でも、地域の暮らしを維持していくための身近なまとまりである集落に目を向け、
活力ある地域づくりのためにできることを一緒に考えてみましょう。

いっ しょ

い じ

こう れい

およえい

み ぢか

きょう

　こうした集落対策を進めていくことにより、道では「地域のさまざまな人々が支え合い、
誰もが安心して心豊かに暮らすことのできる地域社会」を目指しています。なぜなら、
地域のきずなと知恵を生かして、活力ある集落であり続けることは、将来にわたって
暮らしやすい北海道であるための根幹となるものだからです。
　集落で暮らす人たちがともに支え合い、未来に希望を持って暮らすことのできる活力
ある地域社会の実現に向けて、道は今後も着実に取り組みを進めていきます。

◆　　◆　　◆
　道庁政策局では、人口減少問題に対応するため、「本道における人口減少問題に対する
取組指針」を策定します。策定にあたり、道民の皆さんからのご意見を募集します。関係
資料は道のホームページ、道庁別館行政情報センター、各総合振興局・振興局（石狩を除く）
などで閲覧できます。閲覧および募集期間は1月16日㈮～2月4日㈬です。
▶お問い合わせ　道庁政策局☎（011）204-5131 北海道　人口減少問題対策 検索

北海道の将来には、これからの集落づくりが大切です。 地域のきずなと知恵を生かして、未来に向けた地域づくりを。
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　北海道の将来にとって、集落に住んでいる人たちが安心して暮らすこと
ができる地域づくりを進めることは、とても大切です。
　なぜなら、集落は、そこに住む人たちにとって最も基本となる地域社会で
あり、暮らしの場としてはもちろん、働く場やコミュニティ活動の場として、
あるいは地域の文化や自然環境を守っていくうえでも、とても重要な役割
を担っているからです。
　しかし、全国を上回るスピードで人口減少や高齢化が進む北海道では、
集落が担っているこうした役割を維持することが困難な地域も出てきて
います。例えば、バス路線の廃止、商店の閉店、空き家の増加、農業を
はじめ一次産業の担い手不足など、集落を取り巻く課題はさまざまです。
　こうしたことから、集落機能の低下は、地域社会全体に関わる大きな
課題であるとともに、多くの市町村に関わる全道的な課題といえます。
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　根室地域では、医師、看護師、薬剤師
不足が深刻な問題となっており、振興
局は医療従事者の確保に向け、道内を
中心とした医療系の学生を対象に地域

医療への考え方についての意識調査を行いました。
　また、学生向けパンフレットを配布し、根室地域の医療
を支える先輩のメッセージと、勤務や生活の様子、地域の
魅力などを紹介しています。
　さらに、地域の医療機関や医療従事者のインタビュー
を紹介する動画を作成するなど、学生の皆さんに根室地域
の魅力を伝え、勤務を促す取り組みを進めています。

▶保健行政室 ☎（0153）23‐5161

医療従事者確保に向け
地域の魅力を発信。

　日高地域には、見た目が悪いことなどから市場であまり流通していなくても、おいしい
水産物が多くあります。これらを知ってもらおうと始まったのが日高地区漁協女性
部と振興局による「浜のかあさん食べもの市」。
　昨年11月の開催では、毛つぶ甘露煮、すじめ昆布の
佃煮、オニカジカの昆布巻きなどを販売。レシピ集も配
布して、日高のあまり知られていないけれども“おい
しい”水産物をPRしました。
　これら漁協女性部の活動は、平成19・22年度にコープ
さっぽろ農業賞漁業部門「奨励賞」を受賞しています。

「浜のかあさん食べもの市」の様子

第5回も大盛況「浜のかあさん食べもの市」。日高振興局
ひ だか

根室振興局
ね むろ

道内各地の
話題を
お届けします。

総合振興局・
振興局ニュース

医療系学生の市立根室病院見学

道からのお知らせ

お問い合わせは▶マークの窓口、
またはホームページへ。

赤れんが
2月7日は北方領土の日
1/21（水）～2/20（金）は特別啓発期間

除雪などによる被害防止
北国の冬を安全に過ごしましょう

「児童扶養手当法」の
一部が改正されました

　医療費助成制度が見直されました。
　例年、屋根の雪下ろしや除雪による事
故が発生しています。事故にあわないよ
う注意しましょう。

　これまで公的年金等の受給者は児童
扶養手当を受給できませんでしたが、昨
年12月から、年金額が児童扶養手当の
額より低い場合は差額分を受給できる
ようになりました。
　対象となる方は、3月31日（火）までに
お住まいの市区町村に申請すると、昨年
12月分からの差額分を受給できます。
　詳しくはお問い合わせください。

寄附禁止のルールを守ろう
　政治家が選挙区内の人に、お年賀や卒
業・入学祝など、お金や物を贈ることは、
法律で禁止されています。また、有権者
が寄附を求めることも禁止されていま
す。寄附禁止のルールを守り、明るくきれ
いな選挙を実現しましょう。
　贈らない、求めない、受け取らない。
「三ない運動」を徹底しましょう。

▶道庁子ども未来推進局 ☎(011)204-5237
▶北海道選挙管理委員会事務局
　☎（011）204-5153

日高
根室

▶道庁危機対策課 ☎(011) 204-5007

▶道庁北方領土対策本部  ☎(011)204-5069

▶道庁地域保健課 ☎（011）204-5258

正解は②約570万人。平成7年の5,692,321人（国勢調査による）をピークに、北海道の総人口は年々減少しています。クイズの答え

根室振興局　保健所 検索

日高の埋もれた食材 検索

冬道での交通事故防止
冬道は危険がいっぱい、スピードダウン

▶道警本部交通企画課
　☎(011)251-0110(内線5062)

　冬道は、次のことを意識して交通事故
を防止しましょう。

●夏道よりも
　スピードを落とし、
　十分な車間距離を
●交差点で雪山が視界をさえぎる場
　合、減速または一時停止を
●急ハンドル・急ブレーキなど「急」の
　つく運転操作はスリップにつながり
　危険
●交差点付近、カーブや坂道、橋の上、
　トンネル出入口、日かげの部分などは
　特にスリップしやすいので要注意

●屋根の雪下ろしをするとき
　●　一人ではなく、複数で行う
　●　命綱をつけ、靴やはしごに
　滑り止めを
　●　通行人など
　周囲に注意

　北方領土問題への理解を深め、関心を
持ってもらうため、特別啓発期間中に道
内各地で啓発活動を行います。
　2月7日（土）には、さっぽろ雪まつり会
場で2015北方領土フェ
スティバル（正午から、大
通西4丁目）を開催。雪まつ
り期間中は、返還要求の
署名活動も行います。ぜひ
ご来場、ご参加ください。

難病及び小児慢性特定疾病
の新たな医療費助成制度
1月1日から実施されています

北方領土返還運動
のシンボルの花
「千島桜」のマーク

▶水産課 ☎（0146）22‐9321

省エネ3Sキャンペーン 検索

北海道　節電 検索

▶家庭の省エネに関する
　お問い合わせ
　道庁
　地球温暖化対策室 
　☎（011）204‐5189

▶節電に関する
　お問い合わせ
　道庁環境・エネルギー室
　☎（011）204‐5886

「節電メニュー」を参考に、それぞれの実情に応じた節電・省エネにご協力を
お願いします。

節電をお願いしたい期間・時間

上段（削減率）
下段（節約金額/月）節電メニュー

不要な照明をできるだけ消しましょう。
★54Wの白熱電球の点灯を1日1時間短くすると

省エネモードに設定するとともに、画面の輝度を下げ、
必要なとき以外は消しましょう。
（省エネモードに設定し、使用時間を2／3に減らした場合）
★上記節電に取り組むと（32型液晶の場合）

便座保温・温水の設定温度を下げ、不使用時はふたを
閉めましょう。　★上記節電に取り組むと ★約180円／月の節約

★約290円／月の節約

★約100円／月の節約

★約50円／月の節約
6％

2％

1％

3％

設定を「弱」に変え、扉を開ける時間を減らし、
食品を詰め込み過ぎないようにしましょう。
（食品の傷みにご注意ください）　★上記節電に取り組むと

3月31日（火）まで  平日8～21時

照明

テレビ

冷蔵庫

温水洗浄
便座

節電・省エネへのご協力のお願い

環境忍者 えこ之助
にんじゃ の すけ

こまめさん

セーブくん

北海道省エネ新エネ
キャラクターユニット

※節電効果は、一般家庭のピーク時の消費電力（約1,000W）に対する削減率の目安　※節約効果は、（一財）省エネルギー
　センター「家庭の省エネ大事典」等を参考に算出した節約金額（月額）の目安（電気料金単価は29.02円）

日々の暮らしの中で省エネ・節電に取り組む
「ほっかいどう・省エネ3Sキャンペーン」も展開中です。

節電・節約効果

集落は、人口規模も課題もさまざまです。
そうした集落の状況に合わせ、住んでいる人たちが協力して、
活力ある集落づくりを進めていく必要があります。
モデル事業として取り組んでいる地域などを紹介します。
▶特集に関するお問い合わせは、道庁地域政策課 ☎（011）204‐5791

みんなで支え合う、
活力ある集落を目指して。

きずなときずなと知恵を生かした住み良み良い地域づくり

人の交流で地域の元気づくり　人の交流で地域の元気づくり　

　屯田兵によって開かれた納内地区は人口
約1,900人の大きな集落。稲作を中心に発展
してきた地域で、納内駅を中心に市街地
が約4㎞四方に広がっています。
　しかし、駅から離れた農村地域では、後
継者不足に伴う離農によって高齢の一人
暮らし世帯が多くなり、空き家も増加。買
い物や通院に困り、「本当は住み続けたい
が、不便で生活できない」という理由で札幌

などへ転居する人を引きとめたいと、地域ぐるみで定住対策を進めています。
　その一つが、この冬に始める集住体験。市と連携して市街地の民間住宅を借り
上げ、農村地域の高齢者世帯に冬の短期間、集まって暮らす楽しさと徒歩圏で過
ごす便利さを体験してもらいます。
　また、気軽に立ち寄ってお茶を楽しめるコミュニティサロンも市街地に整備した
ので、集住体験を含めて農村地域からの転居を促すきっかけ
を増やし、将来的に活気のあるコンパクトな集落になっていく
ことが願いです。

　私が住む母子里地区は人口42
人、高齢化率のとても高い集落で
す。毎年2ｍ以上の積雪は当たり
前で、市街地からも離れているた
め、除雪や水道管理などの自治活
動を各戸が協力し合って行う生活
が根づいています。しかし、住民み
んなが高齢化すると、こうしたライ
フラインの維持が難しくなるのは
必至です。

　そこで、協議会では地域おこし協力隊（右記事参照）など若く新しい住
民のためのビジネス化の試みと、住民同士の気軽な集いの場として、昨
年11月に「お試しカフェ」を集会所にオープン。月5回程度の開催ですが、お
金の代わりに使える手作り地域通貨の「スマイルモシリ」を食券として発
行するなど、将来の可能性を探るための面白い実験を始めています。

　また、このモデル事業で連携している旭川大学の
協力を得て、地元産の山菜加工のほか、除雪・買い物
ツアーなどのイベントも計画しています。

　村内の占冠・中央・双珠別地区は、かつて林業
と農業で発展した地域。基幹産業が衰退してか
らは新しい住民を受け入れる雇用先が少なく、
このまま高齢化が進むことに危機感を持って
いました。
　そこで、村と連携し、豊富な森林資源を生か
すために木質バイオマス生産組合を約1年前に
設立。村内公共施設のボイラーや一般家庭のス
トーブで使用する薪の製造・販売によって、地
域の経済循環を促進し、若い人材の雇用を増や
すのがねらいです。こうしたエネルギー資源の

地産地消を促すため、薪ボイラーの普及も目指しています。
　今後は、高速道路などの恵まれた交通網を村の活性化にどう生かし
ていくかが課題。行政と住民との距離が近い占冠村だからこそ、住民が
地域づくりに参加できるチャンスは多いと思います。

　道内の集落は、地域の基幹産業である農林水産業と密接な関係にあり
ます。地域によっては、後継者や担い手の不足、農林漁業経営の困難化、
耕作放棄地の発生など深刻な課題を抱える集落もあります。
　こうした課題への対応策として、道が地域と連携して進めているのが、基幹産
業の活性化を目指して「基幹産業モデル」として取り組む占冠村の3地区です。
　これらの地区では、離農や林業の衰退によって過疎化が進んでいること
から、雇用創出や農業の振興などが求められていました。
　このため、豊かな自然環境と調和した持続可能な産業を確立し、静かな中
にも地域の活気や暮らしの安全・安心が確保され、人々が幸せを実感できる
地域を目指しています。

支え合いながら、愛着ある地域で暮らす［再編統合モデル］

［基幹産業モデル］ ［ 高齢化モデル ］

　地域おこし協力隊は、総務省の支援により、人口減少や高齢化の進む地域が都市に
住む意欲的な人材を受け入れ、その定住を図ることで地域を守り、元気にすること
を目的とする取り組みです。具体的には、地方自治体が都市の住民を隊員として
任命し、隊員は、地域おこしの支援や農林漁業の応援、住民の生活支援などの活動
を行いながら、そのまちへの定住・定着を図ることで、地域の活性化に貢献します。
　地域おこし協力隊員は全国に広がっていますが、北海道は全国で一番多く58市
町村で168人（平成25年度）の隊員が地域に溶け込み活躍しています。

道内で活躍する地域おこし協力隊

豊かな自然環境と調和した産業づくり 高齢者が安心して暮らせる集落を

人の流れをつくる移住・交流の取り組み

村内の温泉施設で使われている
薪ボイラー

市街地にある住民の集いの場「サロンなごみ」 地域おこし協力隊員が率先してカフェの開店準備

公募写真を使った
「りくべつまちチョコ」

高級感を意識した「りくべつ鹿ジャーキー」

道では、地域での課題解決の方法を考える手がかりになるよう、北海道集落対策ハンドブック「集落の明日
の暮らしを考えるヒント」をまとめました。ダウンロードしてお使いください。 北海道集落対策ハンドブック 検索

道のホームページでは、各市町村の移住・交流に関する情報などを詳しく紹介
しています。また、北海道暮らしの魅力やQ&A、実際に移住した人たちへの取材
記事を掲載したガイドブックもダウンロードできます。 北の大地への移住情報 検索

納内地域集落対策協議会

会長 安藤 一彦さん

占冠村 幌加内町

陸別町

深川市

一般社団法人　占冠村木質バイオマス生産組合

理事 長瀬 弘侍さん

資源を生かす木質バイオマス※で
若い人材の雇用の場を。冬の集住体験を通じて、

集まって暮らす楽しさを共有できます。
母子里地区地域づくり協議会

会長 多田 進さん

三大都市圏で行われた
「北海道暮らしフェア」

【特集】
未来につなが

る

元気な地域づ
くり

集落に若さと活気を生む、
新しい取り組みが始まりました。

地域資源を生かした
陸別ブランドを企画して発信！

　移住・交流の促進に向けた取り組みは、地域への人の流れをつ
くり、人口の増加や他地域との交流による地域づくりを進めるう
えで重要です。道では、市町村で構成する「北海道移住促進協議
会」、民間企業や商工会が参加する「NPO法人 住んでみたい北海
道推進会議」と連携し、三大都市圏で行うイベント「北海道暮らし
フェア」で移住相談や北海道の魅力PRなどの取り組みを行って
います。また、市町村では、北海道の暮らしを体験できる「ちょっと
暮らし」の取り組みが進められ、その利用者も年々増えています。

※木質バイオマスとは、木材に由来する再生可能な資源のこと。
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　私は東京出身ですが、母の故郷で子どものころから何度も訪れていた陸別町
に愛着があり、地域おこし協力隊を志望しました。地域ブランド開発推進員と
して、これまでIT業界や海外の地域おこしで培った企画力を生かすことができ
たらと考えています。
　そんな視点で開発したのが「りくべつ鹿ジャーキー」と「りくべつまちチョコ」。
鹿ジャーキーは、陸別産エゾシカ肉と有機スパイスを使い、ギフト用の4色パッ
ケージで商品化。まちチョコは、陸別の公募風景写真を使った
パッケージを町内の子どもたちに選んでもらい、8つの味と16種の
パッケージで商品化しました。好評につき、昨
年末にはまちチョコ第2弾も発売しました。
　町内の皆さんと一緒に商品開発に取り組
む中で、「陸別っていいまちだね」という声を
聞くと、最高にやりがいを感じます。

●対象疾患が、難病は56から110、小児
　慢性特定疾病は514から705に拡大
●自己負担限度額が、3割から2割に
　変更（所得に応じて限度額あり）
●都道府県指定の医療機関を受診した
　場合に助成対象

へん こう

じゅ しん

しっ かん

●除雪機を使用するとき
　●　機械に巻き込まれないような服装で
　●　トラブルが起こったらエンジン停止

●その他
　●　除雪をするときは体調に注意
　●　屋根の下では雪やつららに注意
　●　暴風雪、大雪警報などの気象情報
　に注意

陸別町地域おこし協力隊

地域ブランド開発推進員 秋庭 智也さん
あき ば とも や

みな いっ しょ

こう ぼ

だん

つちか

こ きょう おとず

しか

　人口減少や高齢化が進む地域では、バスの廃止、商店の閉店、診療所の閉鎖などに
よって日常生活に不便が生じるため、高齢者が長年住み慣れた土地を離れ、都市部へ
転居しなければならないケースが出てきています。
　こうした課題への対応策として、買い物や通院など生活支援サービスが適切に提
供できるような地域のしくみづくりや、高齢者が元気で楽しく暮らせる居場所づくりな
どが求められます。
　道がモデル的に進める集落対策のうち、「再編統合モデル」として取り組んでいるのが
深川市納内地区。この地区では、いつまでも住み続けたいと思えるまちづくりを基本に、
地域に活力を生み出し、お互いに助け合って安心して暮らす「集住」を進めています。

こう れい はい し しん りょう へい さ

し えん

ふか がわ おさむない

しゅうじゅう

はな

　人口減少や高齢化などを背景として、道内の小さな集落では、冠婚葬祭
の助け合いやコミュニティ活動を支える担い手不足などの課題が生じて
います。
　こうした課題への対応策として、日常生活を支え合うしくみづくりや、その
担い手となる人材の育成、地域での生きがいづくりにつながるコミュニティ
ビジネスなどに取り組んでいく必要があります。
　道がモデル的に進める集落対策のうち、「高齢化モデル」としてコミュニ
ティの活性化に取り組んでいるのが幌加内町母子里地区。この地区では、
住民同士が支え合いながら心豊かで静かな暮らしを実感できる地域を目指
して、移住希望者を積極的に受け入れていこうとしています。

かん こん そう さい

ほろ か ない も し り
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道の広報広聴活動についてご意見をいただく北海道広報広聴推進委員会委員（2名）を募集します〈応募期間：1/13㈫～2/13㈮〉。
詳しくは、道庁広報広聴課 ☎（011）204-5108 または道のホームページをご覧ください。

お 知
ら せ

　「食品加工の過程で廃棄処分されている鮭
の皮をなんとか有効利用できないか」と、平成
8年に井原水産(株)、北海道大学、北海道立総
合研究機構 食品加工研究センターが共同研究に着手。鮭の皮からコラーゲン
を抽出・精製する技術を確立し、平成11年から「マリンコラーゲン」として製

造・販売を始めました。
　現在は各メーカーの化粧品や健康ドリンクの原料と

して使用されているほか、医療分野では
道内の大学や研究機関と協力し、細胞
の研究にも使用できるゲル状の「細胞
培養用キット」が商品化されています。
　また、人工血管など再生医療の分野
や、試薬の開発でも活用の期待が高
まっています。

広報紙 ほっかいどう 2015年1月

マリンコラーゲン【小樽市】

き
た
キ
ャ
ラ

鮭 医療

鮭の皮から抽出したコラーゲンに
医療分野からも注目が。

ほっかいどう
発 見 伝 ！

アイデア
きらり

井原水産㈱
事業推進部推進課 課長

宮崎 聡さん

北海道ならではのチャレンジ精神で、
新しい価値を生み出す取り組みを紹介します。

しょうかい鮭編

道産の鮭が原料だから、
安全・安心なのです。

　コラーゲンの原料といえば、かつては牛
や豚など哺乳類が主流。鮭の皮が原料だと
「魚臭いのでは？」「ウロコが入るのでは？」
と、なかなか売れない状況でした。

　ところが、国内でも牛海綿状脳症（BSE）が発生したこと
をきっかけに「マリンコラーゲン」が注目され、多くの企業
からの注文で製造が間に合わないほどになりました。
　原料は道産の天然鮭のみ。鮭の皮のコラーゲンは体内
で分解しやすく、吸収スピードが速いのが特徴です。さらに、
体内温度でも安定するゲル状の製品開発により、健康・医療
分野でも活用の可能性が広がりました。
▶お問い合わせ　井原水産㈱ ☎（0134）62-7777

プロの料理人も絶賛！
最高の隠し味。

小樽市
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　鮭のあらゆる部位を加工してきた佐藤水産(株)
が、これまで使われてこなかった膨大な量の内臓
に着目。「なんとか鮭をまるごと使い切りたい」

と、発酵学の第一人者、東京農業大学の小泉武夫名誉教授の指導を受け、平成
19年から北海道産天然鮭の内臓などを原料にした鮭醤油の製造を開始。
　約4カ月かけて低温熟成することで魚特有
の生臭さを抑え、まろやかなうま味を引き出
すことに成功。平成22年には、安全で優れた
食品だけが認証される「道産食品独自認証制
度（きらりっぷ）」の認証商品に魚醤油としては
初めて選定されました。
　石狩市内の複数の飲食店がこの鮭醤油を
使ったラーメンを提供するなど、地域ぐるみで
鮭醤油を広める取り組みも行っています。

鮭醤油【石狩市】鮭 醤油

鮭が原料なのに生臭くない！
発酵の力で誕生した魚醤油※。

石狩市

佐藤水産㈱

魚醤工場長

大泉 義博さん

　魚醤油はどうしても「生臭い」というイメー
ジが強く、一般家庭になかなか広がりにく
い調味料です。鮭醤油を一度使っていただ
くとわかりますが、その生臭さがほとんど

ない。料理に少量加えるだけで、ダシを取ったような深み
のある味わいが生まれるのです。プロの料理人や料理研究
家からも「鮭醤油はクセがないので和食、中華、洋食、どん
な料理にも合う。最高の隠し味になる」と好評です。
　販路拡大が当面の課題。鮭醤油をベースにした「ポン酢」
も製造していますので、手軽な鍋料理から試してもらえる
とうれしいですね。

きらりっぷマークが目印の
鮭醤油

●当選の発表は発送をもってかえさせていただきます。

●応募方法 ： アンケートの答え、住所、氏名、年齢、電話番号、本紙
　への意見・感想を記入の上、ハガキ、パソコンまたは携帯サイトで
　ご応募ください。
●応募先

●応募期限 1月20日（火）必着

〒０６０-８５８８（住所不要）北海道広報広聴課
「北海道おいしいプレゼント！」係

ハガキ

パソコン
携帯サイト

広報紙「ほっかいどう」 検索

応募いただいた方の個人情報は、
当プレゼントの発送以外には使用いたしません。

アンケートに答えて道産品を当てよう！
次のアンケートにお答えください。北 海 道 おいしいおいしい

プレゼント!
おいしい

プレゼント!
ホクレンの北海道米「㐂
（喜）ななつぼし」（精米 
5kg）をプレゼント！独自
の品質基準を満たした
おいしいお米です。

広報紙「ほっかいどう」、もっと読みたいのは、どの記事ですか？
①特集　②道からのお知らせ 赤れんが
③総合振興局・振興局ニュース

抽選で
30名様

ちゅう　せん

この印刷物は環境に優しい植物性インキと古紙配合率70％再生紙を使用しています。
本文には見やすいユニバーサルデザインフォントを採用しています。

広報紙「ほっかいどう」 検索

●掲載記事の関連ページ、広報紙アンケート結果、広報紙のバックナンバーなど

　の閲覧は下記からアクセスできます。

次号のお知らせ

※人口は年4回公表される統計資料に基づき直近のデータを掲載しています。
もと

北海道の人口
平成26年9月末
前年同月比

総人口  　
5,437,988人
30,175減

男  　　
2,570,815人
15,775減

女  　　
2,867,173人
14,400減

3月号は3月11日（水）から
配布予定です。

えつらん

※魚醤油とは、魚介類を主原料にした液体調味料。

北海道　広報広聴課 検索

マリンコラーゲン溶液 細胞培養用キット

くわ

しんこう

▶お問い合わせ　佐藤水産㈱お客様サービスセンター　 0120-310-041

きらりっぷマーク
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